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1. はじめに 

Android Studio を使用した、福岡県田川郡赤村をアピ

ールするためのアプリ開発を行いました。 

このアプリは、2014 年に初期バージョンがリリース

され、その後、iBeacon を使った音声ガイドや GPS を使

ったウォークラリーなど様々な機能が開発されました。 

そして、今年度の赤村アプリの開発は主に赤村アプリ

のアップデート、リニューアルを目的とし、基本的な仕

様が変わっていない点、コロナ禍でも安心して赤村に来

られるようにする点に着目して開発を進めました。 

2. 開発環境 

赤村観光アプリの開発にあたり使用した、開発ツール

である Android Studio、アプリ開発で使用したプログラ

ミング言語の Kotlin、開発に用いたデバイスについて述

べる。 

2.1 Android Studio 

本研究では、開発環境として Android Studio を使用し

た。Android Studio とは、JetBrains 社が提供している

Intelij IDEAをベースに、Googleが Androidアプリ開発用

の公式の統合開発環境（IDE）である。 

2.2 Kotlin 

本研究では、プログラミング言語として Kotlinを使用

している。Kotlin とは、JetBrains 社が開発したオブジェ

クト指向のプログラミング言語である。 

2.3 Android 

Android とは、Google 社のオープンソースで、開発、

利用が可能である。また、多くの端末に搭載がされてい

る。 

3. 開発内容 

実装された赤村観光アプリの機能いついて述べる。 

3.1 トップ画面 

トップ画面は、RecyclerViewで実装することにより、

1 つの画面だったものからスクロールできるようにした。

また、旧バージョンでは、6 つあった機能を 2 つに統合

削除し、2 つにすることでボタンを大きく配置すること

ができ、見やすい仕様になっている。その他、旧バー

ジョンで使われていた赤色を、赤村のホームページで

使われている赤色に変更。背景の色が天気の状態で変

わっていたのをやめ、背景の色を統一。天気のボタン

をタップするとサイトに飛び詳細が見れるようにした。

アイコンを新しく作成。アイコンの位置の修正などを

行いました。 

 

図 1 旧バージョンのトップ画面 

 

図 2 新バージョンのトップ画面 1 

 

図 3 新バージョンのトップ画面 2 
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3.1.1 RecyclerView 

RecyclerViewでは画面表示に必要な Cellのみ利用され

るので、ListView より処理時間が短縮されスムーズにス

クロールができるようになります。また、Cell ごとに処

理が実行できるためアイテム内の UI に対して動作を要

求できるようになりました。 

RecyclerViewには、ViewTypeが 0と 1の 2種類の Cell

を用意しています。ViewType が 0 の Cell にはトップ画

面のメインとなるアイテムを、ViewType が 1 の Cell に

はイベントとなるアイテムを挿入します。 

3.1.2 天気情報の取得 

天気の情報は、オープンウェザーマップの APIを利用

して、赤村の天気情報を取得しています。 

API とは「アプリケーション・プログラミング・イン

ターフェース（Application Programming Interface）」の

略称です。一言で表すと、ソフトウェアやプログラム、

Webサービスの間をつなぐインターフェースのことを指

します。 

観光する人たちにとって天気の情報は重要で、このよ

うに簡単に知ることができます。 

 

図 4 天気の詳細画面 
2.2 レビュー画面 

  レビュー画面は、レビューの最初の画面にある投稿一

覧で見ることができ、投稿されたレビューの 1 つをタップ

することで、投稿されたレビューの詳細を見ることができ

ます。 

レビュー機能の投稿の流れとしては、タイトル、本文、

年代、満足度を記入し投稿するとデータベースに登録され、

確認することができます。 

 

図 5 レビュートップ画面 

  

図 6 レビュー詳細画面 

  

図 7 レビュー投稿画面 

4. まとめ 

本研究では、赤村観光アプリのアップデートを行った。

このアプリは、まだ完成していないので、完成させる必要

がある。 
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